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連絡協議会

長崎市地域包括ケア推進協議会

0 0 0 18 2 26

松本武浩・准教授 評議員 日本医療情報学会

松本武浩・准教授 委員 長崎県医師会情報システム研究委員会

松本武浩・准教授 幹事 日本医療連携研究会

松本武浩・准教授 評議員 日本医療マネジメント学会

松本武浩・准教授 委員・情報共有WG長

松本武浩・准教授
都道府県がん診療連携拠点病院 がん登録
部会の部会委員

国立研究開発法人 国立がん研究センター

松本武浩・准教授 医療情報委員会委員 日本クリニカルパス学会

松本武浩・准教授 長崎市医師会情報処理委員会委員 長崎市医師会

松本武浩・准教授 委員 長崎県医療 ICT 等検討会

松本武浩・准教授 評議員 日本クリニカルパス学会

松本武浩・准教授 庶務部IT委員会委員 日本臨床内科学会

松本武浩・准教授 理事・運営委員会委員
NPO法人長崎地域医療連携ネットワークシス
テム協議会（あじさいネット）

松本武浩・准教授 救急医療情報システム検討委員会委員 長崎県福祉保健部

松本武浩・准教授
長崎県あじさいネット拡充プロジェクト
室室長

長崎県福祉保健部

松本武浩・准教授 登録部門長 長崎県がん診療連携協議会

松本武浩・准教授 医療分野におけるIT化検討委員会委員 長崎県福祉保健部

松本武浩・准教授 会長 長崎クリティカルパス協議会

松本武浩・准教授 情報システム検討委員会委員 長崎県医師会

松本武浩・准教授 長崎県情報化検討委員会委員 長崎県医師会

松本武浩・准教授 シスメックス株式会社 臨床検査データ共有に関する共同研究

松本武浩・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業「正確で簡便な看護業
務時間測定と評価による業務改善システム
の検証と実装に向けた研究」

松本武浩・准教授 日本学術振興会 分担
厚生労働科学研究費（難治性疾患等政策研
究事業）「発刊異常を伴う稀少難治療性疾
患の治療指針作成、疫学調査の研究」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

松本武浩・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業「地域医療情報システ
ムを用いた脳卒中・心疾患共通レジストリ
構築と予後予測因子の探索」

松本武浩・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業「ICT連携の検査データ
共有による糖尿病コントロールと歯周治療
の数値的関係の解明」

松本武浩・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究C（一般）「クリニカルパスの診療
の質・安全及び病院経営にたいする効果と
適切な運用に関する研究」

松本武浩・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業「退院患者におけるオ
ンライン診療外来の医療の質及び医療経済
効果の評価に関する研究」
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特 許
氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

松本武浩・准教授

疾患予後モデルの作成方法、こ
のモデルを用いた疾患予後予測
方法、このモデルによる予後予
測装置、ならびにそのプログラ
ム・記憶媒体

2004年11月4日 2008年7月16日 特願WO2004/095021
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